










要約:1.学習障害児の早期発見の方策を探るために、学習障害児 32 例が生育歴上医療的問

題をもったかどうかを調査した。その結果 41%がてんかん、脳性麻痺、あるいは未熟児出

生であった。残り 59%は既往歴に中枢神経系の障害を示唆する所見をもつものともたない

ものがあった。これらより学習障害は複数の異なる原因より引き起こされる症候群である

こと、早期発見は多方面からのアプローチが必要であることが示された。またてんかん、

脳性麻痺、未熟児出生は学習障害の 3大リスク因子であることが示唆された。2.読み障害

児 19 例は、その障害の成因として、高次神経機能障害をもつことを明らかにした。指導

は各児がもつ高次神経機能障害の種類に応じて行なうとき、効果をあげうることを示した。


